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1. はじめに 

文部科学省は，2020年にGIGAスクール構想を発表し

た．これは，一人一台端末と，高速大容量の通信ネットワ

ークを一体的に整備することで，特別な支援を必要とす

る子供を含め，多様な子供たちを誰一人取り残すことな

く，公正に個別最適化され，資質・能力が一層確実に育成

できる教育 ICT環境を実現するものである(1)．GIGA ス

クール構想の進展に伴い，PCやタブレットを用いた学習

の取り組みが行われている．  

三重大学では，工学部と教育学部との共同研究として，

三重県南部地域（東紀州）における小学校英語教育の支援

を行っている(2)．具体的には，英語発音学習用のタブレ

ットアプリケーションとして，フォニックスを学ぶ   

「Let’s Phonics!!」を開発し実践授業を行っている．対象

とするデバイスは操作がわかりやすい iPadとしている． 

GIGA スクール構想の進展に伴い三重県を含む全国の

小学校で安価で管理しやすい Chromebook の導入が進ん

でいる(3)．しかし Chromebook で利用できるアプリケー

ションが少なく十分な学習環境が整っていない．本研究

では「Let’s Phonics!!」をChromebookに移植し，より多く

の小学生に英語学習の機会を与え，小学生の英語能力の

向上をめざす． 

 

2. フォニックスと「Let’s Phonics!!」 

2.1 フォニックス 

「Let’s Phonics!!」で学習するフォニックスとはアルフ

ァベットの文字と音の関係を教える手法である(4)．例と

して「A」には「ェア」，「B」には「ブ」がフォニックス

の発音となっている．これらの発音を組み合わせること

で英単語の発音が成り立っている仕組みを学習する． 

  

2.2 「Let’s Phonics!!」 

 「Let’s Phonics!!」は学習内容に応じて 1から 8までレ

ベル分けされており，iPad版においては2017年から2022

年にかけての研究ですべてのレベルの実装が終了してい

る．本研究では，Chromebookを対象デバイスとしてレベ

ル1「フォニックスアルファベット」とレベル2「短母音」

の開発を完了した．レベル 3 以降は今年度以降に実装を

予定している．昨年行った小学校での実践調査では，

「Let’s Phonics!!」は英語学習の楽しさ，アプリケーション

の使いやすさ，今後の英語学習の希望の各項目において

児童から高い評価を受けている(5)．以下の表 1 に「Let’s 

Phonics!!」のレベル分けを示し，図 1に iPadにおけるレ

ベル1の画面の例を示す． 

表1：「Let’s Phonics!!」のレベル分け 

  学習内容  例  
iPad版  

開発年度  

Chromebook版  

開発年度 

1  
フォニックス  

アルファベット  

A[æ], 

B[b]…  
2017~2018  

2021 

2  短母音  
cat, 

bag…  
2018 

3  
“e”のついた 

母音  

game, 

time…  
2019 

開発中 

4  礼儀正しい母音  
rain, 

tea…  
2020 

5  2文字子音  
ship, 

chime…  

2021  

6  2文字母音  
zoo, 

book…  

7  連続子音  
skip, 

black…  

8  
“r”のついた 

母音  

car, 

corn…  

 

 
図1：iPad上でのレベル1の画面例 

 

3. 方針と研究方法 

本研究では，小中学校で導入が進んでいるChromebook

を対象のデバイスとして，「Let’s Phonics!!」を利用できる

ようにすることを目的とする．Chromebook の OS は

Chrome OS であり Android をベースとしている．そのた



め，Chromebookで動作するアプリケーションはWebアプ

リケーションかAndroidアプリケーションとなる．本アプ

リケーションは小中学校で使用されるため，外部へのア

クセスが厳しく制限されることを考慮し，Web アプリケ

ーションではなく Android アプリケーションとして開発

する． 

本研究では「Let’s Phonics!!」のAndroid版を開発する．

開発後に，三重県の小中学校の協力を得て実践授業を行

い，使用感や iPadとの比較などについてアンケート調査

を行う．その結果を用いて，改善や機能の拡張を行う． 

その後，児童の音声データを集約して解析し，見本の音

声と比較して児童の発音の良し悪しなどを教師にフィー

ドバックするシステムを開発する． 

 

3.1 Chromebook 

Chromebookは，Googleが開発したChrome OSを搭載

したデバイスである．Chromebookの特長として以下の項

目があげられる(6)．  

 GIGAスクール構想における端末の価格は45,000円

以下と定められており，安価なため導入しやすい．  

 データが主にクラウド上で管理されるため，端末を

なくした場合や忘れてきた場合でも別の端末を用い

て普段通りの活動ができる．  

 起動が速く 10秒以内に立ち上がる（2021年 2月時

時点）．Windows と異なり，OSの更新が自動的に行

われるため起動時に待つ必要がない．  

例えば，三重県鈴鹿市の鈴鹿中等教育学校では，2021年

度からChromebookを導入した(3)． 

 Chromebookにはタブレット型，ノートパソコン型，両

方の使い方ができるコンバーチブル型がある．また，メー

カーについてもLenovoやHPなど各社が生産している．

現在小中学校で使われている Chromebook の多くはタッ

チパネルが導入されているものであり，これは低学年の

児童が直感的にデバイスを操作できるためである． 

 
3.2 AndroidStudio 

 Android 用のアプリケーションの開発のために Google

は開発環境としてAndroidStudioを提供している(7)．開発

に用いる言語は Javaである．AndroidをOSとするデバイ

スのエミュレート機能を備えている．これにより，

Chromebook用のアプリケーションの開発を行うことがで

きる．図2にAndroidStudioの画面例を示す． 

 

 
図 2：AndroidStudioの画面例 

 

3.3 必要なソフトウェア機能 

「Let’s Phonics!!」のAndroid版の開発に必要なソフトウ

ェアの機能に，音声再生機能，録音機能，カメラ機能があ

る．音声再生機能と録音機能は利用できる API を入手し

た．カメラ機能に関しては現在調査中である． 

 

4. Chromebook版「Let’s Phonics!!」 

4.1 「Let’s Phonics!!」レベル1 

レベル1「フォニックスアルファベット」は「音をきい

てみよう」「音の 3 たくクイズ」の二つにわかれている．

ここではアルファベットの文字と発音の関係を学習する．

「音をきいてみよう」では，iPad版「Let’s Phonics!!」と同

様に，児童の英単語の発音を録音・再生して見本の音声と

聞き比べることで正しい発音を身に付けることができる．

以下の図3にChromebookに実装したレベル1「音をきい

てみよう」の画面例を示す． 

 

 
図3：レベル1「音をきいてみよう」の画面例 

 

 「音の3たくクイズ」は，アルファベットの発音を聞

いて，その単語から始まる英単語を絵から選択するクイ

ズとなっている．解答した英単語・クイズの正誤結果・

かかった時間をそれぞれ表示し，正解した問題数と合計

時間を表示する成績画面を実装した．成績表示画面で

は，正解率に応じて星印を表示したり間違えた問題につ

いてバツ印ではなく三角を表示したりすることで児童の

学習モチベーションの向上に貢献している．以下の図4

にChromebookに実装したレベル1「音の3たくクイ

ズ」とその成績画面の画面例を示す． 

 

 
図4：レベル1「音の3たくクイズ」の画面例 

 



 
図5：レベル1「音の3たくクイズ」の成績画面例 

 

4.2 「Let’s Phonics!!」レベル2 

レベル 2「短母音」は「音をきいてみよう」「音の足し

算」「どっちかな？」の三つにわかれている．ここでは，

母音の発音とそれらの違いについて学習する．「音をきい

てみよう」では，短母音を含む英単語について，見本の発

音を聞き，発音した音声を録音して聞き比べをすること

ができる．また見本の口の形をイラストから学習するこ

ともできる．iPad 版で実装されているカメラを用いて自

分の口元を見ることができる機能は未実装ある．以下の

図6にレベル2「音をきいてみよう」の画面例を示す． 

 

 
図6：レベル2「音をきいてみよう」の画面例 

 

「音の足し算」では，短母音を含む英単語について，ア

ルファベットの文字が持っている音を足し合わせること

によって未学習の英単語の発音を身に付けることができ

る．次ページの図7にレベル2「音の足し算」の画面例を

示す． 

 

 
図7：レベル2「音の足し算」の画面例 

 

 
 

「どっちかな？」では，短母音のみが異なった二つの英

単語から，発音された英単語を選択するクイズとなって

いる．ここでも，レベル1「音の3たくクイズ」と同様の

成績画面を実装している．以下の図8にレベル2「どっち

かな？」の画面例を示し，図9にその成績画面例を示す． 

 

 
図8：レベル2「どっちかな？」の画面例 

 

 
図9：レベル2「どっちかな？」の成績画面例 

 

4.3 アンケート調査 

 4.2，4.3の内容について，2022年 2月 9日に，三重県

尾鷲市立輪内中学校の 1・2年生の児童計 18人を対象と

して，三重大学教育学部の協力のもとに実践を行った．英

語の授業において本アプリケーションを児童に利用して

もらい，その後アンケートへの回答を求めた．アンケート

の内容は「iPadとChromebookどちらのほうが操作しやす

いか」「iPadとChromebookどちらの音声がよかったか」

とした．以下の図10～11にアンケート結果を示す． 

 

 
図10：どちらが操作しやすいか 



 
図11：どちらの音声がよかったか 

 

図10より，操作性に関して，以下のような意見が得ら

れた． 

 iPadのほうが家で使う機会が多く，操作しやすかっ

た． 

 iPadのほうが直感的に操作できた． 

 Chromebookは画質が悪かった． 

 Chromebook はタッチやクリックした際の感度が悪

かった． 

Chromebookのハードウェア面での問題を多く指摘され

た． 

iPad のほうが直感的に操作できたといった意見につい

て，実践を行ったデバイスはタッチパッドを搭載した

Chromebookであったが，タッチでも操作できることを知

らなかった児童がいたためであると考えられる． 

Chromebook は画質が悪かったといった意見について，

実践で使用した Chromebook の解像度は 1,366×768[dpi]

であり，iPadの解像度は2,048×1,536[dpi]であるため，確

かにデバイス間において違いがみられた． 

Chromebookはタッチやクリックした際の感度が悪かっ

たといった意見について，著者が実際に確認したところ，

確かに iPadと比較して Chromebookのほうが反応の悪さ

が目立つ場面があった． 

画質や感度の問題に関して，アプリケーション側で解

決することは難しいが，ボタンを大きくするなどして視

認性や操作性を向上させるなど工夫が必要であると考え

ている． 

図11より，音声に関して「どちらも同じ」の意見が多

く，iPadと同様にChromebookでも問題なく使用できるこ

とがわかった． 

自由記述欄では以下のようなコメントが得られた． 

 アプリケーションの操作の仕方がわかりやすくてよ

かった． 

 自分の声とアプリの音声を聞き比べられるのがよか

った． 

 レベル1「音をきいてみよう」においてA~Zまで自

分の音声を録音・再生しながら進むのにかなり時間

がかかった． 

 クイズで間違えたときに何が正解なのか表示してほ

しい． 

 これらの改善の要望については次回のバージョンアッ

プのときに反映させる． 

 

 

5. 教師へのフィードバック機能 

 開発した「Let’s Phonics!!」を用いて，以下の内容につい

て教師にフィードバックする機能を実装する予定である． 

 児童の進捗 

 クイズの正解率 

 児童の発音の音声認識結果 

 

6. 今後の課題 

 本研究の今後の課題を以下に示す． 

 レベル 1「音をきいてみよう」において，A~Zまで

自分の音声を録音・再生して見本の音声と聞き比べ

ながら進めるのに時間がかかりすぎる問題を解決す

る必要がある．これについては，iPad版に関しても

検討する必要がある． 

 レベル2「音をきいてみよう」において，見本の口の

形と児童自身の口の形を比べるためカメラ機能を実

装する必要がある． 

 Chromebook においてレベル 3 以降が未実装である

ため，研究・開発を行う必要がある． 

 本アプリケーションをGoogle Play Storeに公開し，

より幅広い活用を求める必要がある． 

 

7. おわりに 

本研究では，iPad を対象デバイスとして開発を進めて

いるタブレットアプリケーション「Let’s Phonics!!」の

Android版を開発しChromebookで利用できるようにした．

これにより，三重県を含む全国の小学校で導入が進んで

いる Chromebook を用いた授業による児童の英語能力の

向上に貢献することをめざす． 
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